
２００９年度  大阪南支部 活動報告書 
 

 
１．２００９年度支部活動計画の概要 
昨年に引き続き、事例研究を２００９年度は２回行った。少人数で事例を振り返ること

が出来発言しやすい雰囲気の中、日々の実践にも活用できるような内容も多かった。参加

者の中で司会も行い、内容も充実してきている。 
また、相談援助研修は４回実施し、３回は事例を通しての研修、第４回目は講習形式で

更生保護について基本的なことを学んだ。 
ネットワーク委員部会は３回にわけて企画を実施した。若年層の会員、非会員を含めた

様々な立場の人たちが交流しネットワークを広げることができた。参加者の横の繋がりも

出来ており、参加者間でのネットワークが形成されている。個々の繋がりを創る橋渡しの

場として有効であった。 
 
２．活動内容 
（１）支部全体会議の開催 

２０１０年３月１４日（日）午後３時３０分～（大阪社会福祉会館） 
    支部運営会議の開催 
 
（２）研修会 
   ①事例検討委員会 
    第 1回 09年 11月 13日（金）テーマ「高齢者の在宅支援について」 

参加者 7名 
    第２回 09年 2月 12日（金）テーマ「高齢者虐待への支援について」 

参加者 9名 
  ②事例を通して考える相談援助研修会 

    第 1回 ０９年６月９日（火）テーマ「障がい者」参加者２０名 
    第２回 ０９年９月８日（火）テーマ「医療機関」参加者１４名 
   第３回 ０９年１２月８日（木）テーマ「認知高齢者」参加者１２名 

    第４回 １０年３月９日（火）テーマ「更生保護」参加者１０名 
 

（３）ネットワーク委員部会 
    第 1回 ０９年５月１６日（土）内容「交流会」参加者１３名 

第２回 ０９年１０月３１日（土）内容「勉強会」参加者７名 
   第３回 １０年２月２０日（土）内容「勉強会・交流会」参加者１２名 

 
（４）支部広報誌の発行  
  
（５）その他 

①研修委員会共通基盤委員との研修共同開催 
    ②各委員会活動への担当委員の参加 
 
３．反省とまとめ 
   昨年度立ち上げた「事例を通して考える相談援助研修会」が定着し、今年度も会員

だけにとどまらず、非会員や福祉に関心のある学生等の幅広い参加を得た。「事例検討

会」「ネットワーク委員部会」も計画通り開催し、参加者の研鑽や交流が図れた。 
ただ、所属会員数（約 200 人）に対して参加者数が少なく、支部活動参加の魅力の



伝え方等に改善が必要と感じた（例：参加者の声、会場の雰囲気がわかる写真を掲載

するなど）。３事業間の連携を更に深め、各事業で蓄積されたノウハウや人的資源を結

びつけ、相乗効果を高める取り組みを進めていきたい。 
 
 


